
指標 

（厚労省提出指標・ＤＰＣ指標）

Process

手術点数コード 手術名 
K889 子宮附属器悪性腫瘍手術（両側） 

薬価基準コード 7 桁 
61**4** 抗生物質製剤 
61**5** 抗生物質製剤 
61**6** 抗生物質製剤 
62**4** 化学療法剤 
62**5** 化学療法剤 
62**6** 化学療法剤 

各手術に対する周術期抗菌薬投与 QIP臨床指標各術式に対する周術期抗菌薬投与日数 
Ａ）頭蓋内血腫除去術、Ｂ）胃切除術、Ｃ）胆のう摘出術、Ｄ）人工骨頭挿入術および人工関節置換術 
Ｅ）乳房切除術、Ｆ）甲状腺手術、Ｇ）前立腺悪性腫瘍手術、Ｈ）子宮良性疾患手術、I）子宮悪性腫瘍手術
Ｊ）卵巣良性疾患手術、K）子宮付属器悪性腫瘍手術 
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Ⅲ.このうち「手術点数コード」の実施日に下記抗菌薬が開始されている症例 

E/Fファイルの薬剤情報の点数コードに、以下の抗菌薬いずれかの薬価基準コード7桁に対応するレセ電コード

が含まれる。手術実施日の前日に投与されておらず手術実施日に投与されている症例。 

測定上の限界・解釈上の注意 

考察 

※参考）薬価コード7桁のうち上４桁は薬効を5桁目から7桁目は内服、注射、外用の区分を表す 

分母の定義 

・手術実施日に使用された抗菌薬と同じ成分名の抗菌薬が使用された連続した日数の病院毎の集 

計。抗菌薬のリストは分母条件Ⅲと同じ。一度中断があった場合はそれ以降のデータは使用しない。除外基準

・抗菌薬を使用した連続した日数＞（病院毎の中央値＋３）である症例は分母分子から除外 

K）子宮付属器悪性腫瘍手術 

I）子宮悪性腫瘍手術 
手術点数コード 手術名 

K879 子宮悪性腫瘍手術 
K879-2 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がん） 

H）子宮良性疾患手術 
手術点数コード 手術名 

K871 子宮息肉様筋腫摘出術（腟式） 
K8721 子宮筋腫摘出（核出）術（腹式） 
K8722 子宮筋腫摘出（核出）術（腟式） 
K872-2 腹腔鏡下子宮筋腫摘出（核出）術 
K872-3 子宮鏡下有茎粘膜下筋腫切出術 
K873 子宮鏡下子宮筋腫摘出術 
K876 子宮腟上部切断術 

K876-2 腹腔鏡下子宮腟上部切断術 
K877 子宮全摘術 

K877-2 腹腔鏡下腟式子宮全摘術 

J）卵巣良性疾患手術 
手術点数コード 手術名 

K885 腟式卵巣嚢腫内容排除術  
K885-2 経皮的卵巣嚢腫内容排除術  
K8871 卵巣部分切除術（開腹）  
K8872 卵巣部分切除術（腹腔鏡）  
K8881 子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（開腹）  
K8882 子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（腹腔鏡）  
K888-21 卵管全摘除術 卵管腫瘤全摘除術 子宮卵管留血腫手術（両側）（開腹） 
K888-22 卵管全摘除術 卵管腫瘤全摘除術 子宮卵管留血腫手術（両側）（腹腔鏡） 

 ほとんどの施設でクリニカルパスの運用がされていると思われますので、個別の症例で投与期間が変わるこ

とはなく、パスの設計時にガイドラインを参照して決定されていると思われます。ガイドラインの推奨期間も

一定の幅を持っているものも多く、その差を変更することはまれであると思いますので指標値の変化は殆ど見

られていません。ただし、ガイドラインを逸脱した投与期間が設定されている場合はその見直しが必要であり、

指標値が改善した施設では、このような作業が行われていると考えます。 

指標値の変化が乏しいため、今年で指標の収集を中止します。 

手術部位感染に対する予防的抗菌薬投与においては、起因菌を想定した抗菌薬を選択することが望ましいとさ

れているが、今回の指標の算出においてはすべての抗菌薬の使用を指標として算出している。予防的抗菌薬と

して適した抗菌薬のリストによる指標の算出がより望ましい。 
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